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９月の行事予定 

日 曜 行 事 予 定 

２ 月 始業式 午前授業 避難訓練(集団下校) 

３ 火 給食始 ５時間授業 委員会 専科授業始 夏休み作品展始 

４ 水 計測(６年) 

５ 木 計測(５年) 

６ 金 計測(４年) 水泳記録会(６年) 読み聞かせ  

７ 土 特別時程 土曜授業日  

伊豆高原移動教室説明会（５年） 夏休み作品展終 

８ 日 校庭開放 

９ 月 全校朝会 クラブ活動 計測(３年) 

１０ 火 安全指導日 計測(２年)  水泳記録会予備日 

１１ 水 児童集会 区漢字検定 

１２ 木 計測(１年) 社会科見学(６年) 

１３ 金 読み聞かせ 水泳指導終 

１４ 土 校庭開放 

１５ 日  

１６ 月 敬老の日 

１７ 火 学年朝会 遠足(１年)  

１８ 水 たてわり班遊び 補習教室(３年) 

１９ 木 午前授業 研究授業(５年４組のみ５時間授業)  

２０ 金 月曜時間割６時間（１～３年：５時間） 読み聞かせ 

遠足予備日（１年） 

２１ 土  

２２ 日 校庭開放 

２３ 月 秋分の日 

２４ 火 体育朝会(４・５・６年) 音楽朝会 (１・２・３年) 

２５ 水 遠足(２年)  補習教室(４年) 

２６ 木  

２７ 金 読み聞かせ 歯科(５・６年) 野球教室(４年) 

２８ 土 梅田まつり 

２９ 日 校庭開放 

３０ 月 体育朝会(１・２・３年) 音楽朝会(４・５・６年) 委員会 

梅田小だより 
 

 

生活指導部   赤木 丞 

夏休みが終わり、いよいよ２学期が始まりました。夏
休みには、普段できない体験をたくさんして、心も体も
またひとまわり成長したことと思います。9 月は、「規
則正しい生活」を指導して参ります。登下校の時刻や授
業の開始、特に特別教室に移動する授業については遅れ
ないようにすること。また、時間を守ることから、学習
に臨む姿勢を身に付けられるようご家庭でのご協力をお
願いします。 

夏に大発見、またはマスターしたものを 

秋に実らせましょう！伝え合いましょう！ 

校長 甲斐 裕子 

 

 夏休み前半は熱中症対策として、オーバーフローなどで水温

を調節して水泳指導、空調を利かせてわくわくスクールを行い

ました。後半は天候不順のため、中止にすることもありました

が、学校図書館開放もよく利用され、有意義な夏休みとなりま

した。保護者の皆様、わくわくスクールの講師の先生方、ダディ

‘ｓの皆様に心より感謝申し上げます。 

＜夏季水泳指導＞ 

 実施回数 参加延べ人数 参加率 

低学年 15 ／18回 1697名 35.9% 

中学年 14 ／18回 1053名 27.5% 

高学年 14 ／18回 750名 19.1% 

＜わくわくスクール＞ 

67講座＋金管５  参加延べ人数 約 1500名 

＜学校図書館開放＞ 

18日開放      利用延べ人数  約 450名 

 私の夏の思い出は、念願だった小豆島にある「二十四の瞳」

（壺井 栄 作）の分教場を訪ねたことです。私の教師を志す原

点となった物語の場所です。9月2日現在本校867名の１,7３

４の瞳が、2 学期の様々な行事などで、ますます生き生きと輝く

ことができるよう、頑張ってまいります。 

＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊ 

★プログラミング教育を進めます！ 

 来年度から新学習指導要領が本格実施となります。 

その中に「小学校プログラミング教育の必修化」とあります。ただ

し、「プログラミング」という教科が新しく設置されるわけではあり

ません。各教科で横断的に扱います。 

 背景には、生活がどんどんデジタル化し、AI などの登場から

「コンピュータを受け身ではなく、積極的に活用する力」や「プロ

グラミング的思考（論理的思考）を将来に生かせる力」が求めら

れていることがあります。 

 小学校では、その基礎・基本の部分を学びます。 

① プログラミング的思考（アンプラグドで育成） 

 コンピュータを使わずに、様々な問題を体験し、仕組み 

 の有効性、どの場面でも一般化し便利なことを学びます。 

② コンピュータ操作の習熟 

 パソコン（タブレット）の基本的な操作の習熟。プログラミン 

グソフトを活用し、体験・練習を重ね、作品をつくります。 

③ 情報モラル教育 

 情報化の影の部分も十分に理解した上で、情報化社会に 

 積極的に参画させたいです。道徳教育とも関連させます。 

第３６９号 

令 和元年 ９月 ２日  

大田区立梅田小学校  

 校長  甲斐 裕子 

 

     規則正しい生活をしよう 
９月の 
生活目標 

○明るく元気な子 ○よく考える子 ○ねばり強い子 ○心のゆたかな子 



http://www.ota-school.ed.jp/umeda-es/  ←ホームページも新しくなっています。 
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４年生 社会科見学を振り返って 

 わたしは、ごみが１日にどれくらい出るのか質問しました。ごみが

１日に約２３０トンも出ると知りました。わたしは、少しでもごみが出

ないように工夫することにしました。例えば、ごはんを残さず食べ

る、エコバッグを使うなどして、ごみを少なくしたいです。 

                            ２組 坂本 絢菜 

 

 わたしは社会科見学で多くのことを学びました。特に、埋め立て

処分場があと５０年しかもたないことを初めて知りました。 

だから、私たちもごみを減らしていきたいです。 

４組 上西 さつき 

４年生は、７月１１日に、『新江東清掃工場』『水の科学館』『中央防波堤埋め立て処分場』へ、社会科

見学に出かけました。ごみを減らすことや、ごみを資源として再利用するリサイクルの推進の大切さにつ

いて学びました。自分の生活を振り返り、これからの生活に生かそうと考える、よい機会となりました。 

校内研究について                              研究主任  糸川 由佳   

 

本校の校内研究は、今年度も体育科で取り組んでいます。校内研究で体育科に取り組み始めてから７年目にな

ります。今年度の研究主題は「一人一人が運動を楽しみ、主体的に課題解決を目指す体育学習」です。体を動かす

ことを楽しむのはもちろん、児童一人一人が主体的に運動する中で自分に合った課題を見付け、その課題を解決

することができるようになることを目指しています。児童は一人一人違います。課題も、一人一人違います。自己の

課題を発見し、それを解決していく力が育つよう指導していきます。各学年の発達段階に応じて、運動や運動遊び

の精選をしたり、教師の言葉掛けを吟味したりするなど、自己の課題解決を意識して授業を計画し、教材研究に努

めています。全学年、一年に一回研究授業を行います。どのクラスの担任も校内で授業を公開し、教員間で見合う

ことで全ての教員の授業力向上に取り組んでいます。 

１学期には、２年生「体つくりの運動遊び」、６年生「体つくり運動」で研究授業を行いました。２学期には、５年生

「ボール運動」、３年生「ゲーム」、１年生「走・跳の運動遊び」、３学期には、４年生「陸上運動」を予定しています。ま

た、昨年に引き続き健康教育の一環として「食育」の授業も行う予定です。 

主体的に学び、課題を解決していく力は、体育科だけでなく全ての教科で必要です。さらには、将来「生きる力」

にもつながるものです。本校では、体育科を中心に課題を見付け、解決していく力を身に付けられるように取り組ん

で参ります。  

                                                       

「授業改善推進プラン」「体罰防止宣言」を、ホームページに載せましたので、ご覧ください。 
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